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型　　式

Ａ

Ａの部分を有効開口部とする。なお、Ｂ
は１ｍ以上で手すり等の高さは　1.2ｍ
以下とする。また、Ｃは概ね0.6ｍ以上
とする。

外
壁
面
に
バ
ル
コ
ニ
ー

等
が
あ
る
場
合

突
き
出
し
窓

Ａの部分を有効開口部とする。
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Ａ及びＢの部分を有効開口部とする。

Ｃ

Ｂ

Ｃ
て
す
り
等

Ｂ

天井

開
口
部

Ａ

Ｂ

別表第４（第８条関係）

Ａ

開口部の有効面積
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（注）（）内はバルコニー等がある場合

開放されたＢ×Ｃを有効開口部とする。
なお、次による寸法の場合は、50㎝以上
の円が内接するものと同等として取扱う
ことができる。

　　２ Ａは、50㎝及び１ｍの円の内接
(注)１ Ａ及びＢ＝１／２ Ｄ

Ｃ＝0.45ｍ（0.4ｍ）以上
Ｂ＝1.0ｍ（0.65ｍ）以上


